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２０２４．１１．２４                          司 会：   申 鉉 錫 牧 師 

午前１１：００                  説 教：    櫻井 淳司 牧 師 

黙 祷           奏 楽              中村幸執事 

☆讃 美                           ３０６                                一 同 

☆信仰告白         使徒信条                  〃  

☆交 読                             ６４                                    〃  

☆讃 美                            ３０８                                   〃  

 祈 祷                                                 司会者 

聖 書                  ルカ  5：1～15                                〃  

 讃   美           ３１０                     聖歌隊 

説 教                しかし、お言葉ですから                                   櫻井淳司牧師 

☆讃 美                           ３０７                                               一 同 

献 金                                           〃  

報 告                                                            司会者 

☆頌 栄                          ２                                     一 同 

☆祝 祷                     申鉉錫牧師 

☆黙 祷         後 奏           中村幸執事 

 閉 会                         一 同 

☆は一同起立  

●２０２４年１１月当番 

 

 

お 知 ら せ  

１． ロシアとウクライナの戦争が終わるように 祈りましょう。 

２． イスラエルとハマスの戦争が終わるように 祈りましょう。 

３． 今日 11 月 24 日は、感謝節主日です。櫻井 淳司 牧師（東北在住）が 

説教いたします。先生に 感謝 致します。 

４． 今日の 感謝節主日には 特別献金を お捧げします。 

 

牧 師 所 感 ：        日本の代表  詩人逝去  

―  谷川 俊太郎 氏 を 哀悼  ― 

筆者は 詩（すべて）を 詠む才能がない。だが 他人の書いた 詩を 読むのは好きだ。

筆者が韓国で牧師になっていない時（学生の時）、韓国で名の知れた詩人達（例えば

ソションジュ「서정주」）の詩をよく読んでいた。 

さて 筆者が 日本で 牧師になって、日本人の 詩人達が 詠んだ 詩を 読むチャンスが 

訪れた。そのきっかけは 朝日新聞を愛読するうち、谷川 俊太郎 氏の詩を読むことに

なった。以来 日本滞在 50 年間も絶えず 谷川 氏の 詩を 読む習慣となった。 

ところで 筆者の 友人の 牧師 李 在雨 氏（山武市在住）が詩人で、よく詩を詠んで

筆者を楽しませてくれたことも詩が 好きな理由の一つである。詩人 谷川 氏は 1931 年 

生れで、筆者より一つ上の兄貴でもある。谷川 氏の 詩は分かり易く、無頼漢な 筆者 

にも訴えるところがある。氏 は 2024 年 11 月 13 日に 亡くなられたが、亡くなられた

後  11 月 17 日(日)の 朝日新聞文化欄に、氏 の 遺稿が  発表された。 

ここに  氏の 遺稿の 詩を掲載して、氏 の 死を 哀悼する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 氏は 幸せな人であった。筆者は今、体を病んでいるが、氏は「どこも痛

くない 痒くもない」と。幸せな 人だったと思う。でも 氏は 感謝するべき 神を 知らな

い。残念である。 

テコエ 明子 姉 案 内 献 金        廣井 琴子 勧師 
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